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9 月末日現在 前年同月比 

男 6,547人 一116人 

女 7,121 一 88 

計 13,668 1 204 

世帯数 3,918 + 	1 
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束
北
農
政
局
青
森
統
計
事

務

所
は
、
九
月
十
五
日
現

在
の
津

軽
地
方
水
稲
の
作

柄
を
、
作
況

指
数

9
5の
 
「や
や
不
良
」
と
発
 

本
年
産
米
の
初
検
査
行
な
わ
れ
る
 

表
し
た
。
 

叫

こ
の
原
因
と
し
て
は
、
七
月
」
 

に
入
っ
て
か
ら
二
週
間
余
り
統

【
 

い
た
ヤ
マ
セ
の
影

響
に
よ
る
異

”
 

状
低
温

の
た
め
、
比
較
的
出
穂
」
 

が
早
か
っ
た
地
域
の
も

み
に
、
 （
 

実
の
入
ら
な
い
不
稔
障
害
が
多

《
 

く
発
生
し
た
と
み
て
い
る
。
 

《
 

冷
害
に
は
、
不
稔
障
害
で
減

収
す
る
障
害
型
と
、

登
熟
温
度

が
確
保
で
き
ず
登
熟
不
良
と
な

る
遅
延
型
の
二
通
り
あ
る
。
 

今
年
は
、
障
害
型
と
遅
延
型

が

一
緒
に
な
っ
た
 
「混
合
型
冷

害
」
 
と
み
る
向き
が
多

い
。
 

昭
和
三
十
年
以
降
、
作
況
指

数
が
9
0を
下
回
っ
た
の
は
五
十

五
年
の
4
7と
五
十
六
年
の

6
5の

ニ
回
。
ち
な
み
に
、
遅
延
型
冷

害
だ
っ

た
五
十
六
年

は
、
九
月

十
五
日
発
表
作
況

指
数
8
7が
、
 

最
終
的
に
は
6
5に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
る
。
 

今
年
は
、

こ
れ
ら
に
次
ぐ
三

番
目
の
ひ
ど

さ
の
冷
害

と
な
る

公
算
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
 

農家の目も真剣そのもの11 0月 5 日、金木農協倉庫での初検査 



(%) （「・円） 

III川川川川川金木だより ② 

乙 660万円の黒字に （慧青） 

27億円かけた町づく 
昭和62年度決算まとまる 

国庫支出金115,247(4.2%) 

町費117,400(4.2%) 
消防費212,957(7.9%) 

県支出金 I90, 734 (6. 9%) 

「町民 1人当たりの税負担  

1人当たりにしますと、41,508円納めたことに

なります。そのうちわけは次のとおりです。 

固 定資産税 19,884 11J 

町 	民 	税 15,017円 

町たばこ消費税 4,033円 

電 	気 	税 1,751円 

軽 自 動車税 755円 

木材取引税 68円 

計 41,50811J 

※ L記金額は、昭和62年 1月 1日現在の人口13,863人

で割ったものです。また町民税はあくまでも 1人当

たりの平均負担額であリ、個人の収入等によって異

なります。 

特 別 会 計 

（千円） 

二'J ～ー,二一,,とこ 歳 	入 歳 	出 差引残額 

匡I 」又負I！」」資 llIミ険 995,191 957,830 37,361 

老 	人 	イ」iI 	健 623,252 621.398 1,854 

水 道 事 業 190,098 179,676 10,422 

農業集落排水lI‘業 2,748 2,748 0 

町税のうちわけ 

固 定 資 産 税 285,299 46.9 
田丁 	民 	税 231,784 38.1 

田丁たばこ消費税 55,916 9.2 

電 	気 	税 24,284 4.0 

軽 自 血I 車 利t 10,375 1.7 

木 ＊I取引 おt 955 0.1 

割一 608,614 100.0 

町税収入未済額 39,576.899円 



m
万
円
 

15 

主
な

歳
出

の
内
訳
（
単
位
千
円
）
 

皿
 
九

月
の
定

例
町
議
会
で
、

昭
和
六
十

ニ
年

度
の
決

算
が
 
m
 

町
 
認
定
さ
れ

ま
し

た
。
 結
果

的
に

は
、

七
千
六

百
六
＋

ニ
万
 
m
 

岬
 
円
の
黒
宇
計

上
に

至
り
ま
し

た
。
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皆

さ
ん
が

納
め
た
税

金
や
、

国
か
ら

い
た
だ

い
た
地

方
 
画

町
 
交
付
税
な
ど

が
ど

の
く
ら
い

入
り
、

ど

の
よ
う
に

使
わ
れ
 

m
 

川
 
た
か

と
い

う
ク

町

の
台
所

中
 
の
ゆ
く
え
を
図
表
で

あ
ら
ま
 
町
 

m
 
し
を
お

知
ら

せ
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の

家
計

に
密
接
な

つ
な
 
町
 

畑
 
が
り
を

も

つ
、
 
一
万
四
千
町

民
の
家
計

簿
で

す
o
 

m
 

ー
 

交通安全対策費 8.125 

普通税納親報償費 12.350 

県議会選挙費 1,746 

農業委11会選挙費 1.161 

町議会選挙費 3.919 

行政情報システム処理料 	 6.960 

コミュニティセンター用地取得費 	15.300 
第 3 種生活路線（パス）運行費補助金・… L515 

津軽北部消防事務組合負担金 	191.093 

県消防補償等組合負担金 	 3.433 

大東ケ Iし川倉・蒔川防火水相新設工事 9.313 

消火栓設置負担金 	 1,930 	30 

除雪対筆費

住宅管理費 

除雪対筆費 	 31.970 

住宅管理費 	2.874 

岩木川堤防除草委託料 	 L510 

道路修繕料 	 5.374 

舗装新設工●ド・ 	 21 .005 

側溝整備工事・ 	 12.413 

流来処理 1 ・ド 	 4.駒6 

年 58 59 60 61 62 

峯十記グラフの全割lは．あくまでし平均の金執で

あリ、馴々の収人等によ ,Jて異なりま’L 

商工会助成金 	 3,000 

県借川保証協会出資金・出えん金 	19.500 

芦野公観整偏費 	 13,000 

桜まつリ・夏まつリ等各種団休助成金 8.835 

道路災害捜旧工事 26 .652 

長期（“償 j又元全 187 .538 

長期偵慣還利 f 214 ,506 
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グラフで見る 1 世帯当たリの 

医擦費と保険税の移り変わリ（過去 5年） 

費 

③ 金木だより~川川川川”III・ 

全木小学枚管理費 	 34.853 
Ill 倉小学校管埋費 	 16.875 

嘉瀬小学校管理費 	 15,394 

喜良 iii小学校管理費 	 16.791 

金木中学校管理費 	 33.432 

金木南中学栓管理費 	 14.683 

金木南小学核整備費 	 46.569 

社会福祉協議会補助金 

津軽北部老人福祉・ド務組合負担金 

 	3.500 

6.930 

と人福祉七ンター管理連営費  	15 . 011 

第 l 保育所費  	48 .534 

第 2 保育所費  	47 ,327 

第 :1 保育所費  	47 .969 

第 4 保“所費  	36 . 235 

川倉児童敵費  	13 .683 

蒔川児童館費  	6.282 

'ill北 Ii衛生処理 1L合負担金  	41 .724 

公“金木病院負担金  	135 .077 

水 i首会計繰山金  	'57 ,162 

公有体整偏 Ic業費 	 3.228 

金本中部地区 lL区幹線道路工準費…・L219 

県営喜良 IIi防災ため池事業 	9.542 

叫l営かんがい排水‘ド業 	 3.225 

高収益繊設野菜産地育成パイロット事業 3.114 

災害経営資金利 f 補給 	 4,340 

大豆生廠流通改善特別‘ド業 	13.693 

新農村地域定住促進村策’ド業費 	8.350 

水川農業確立対策・ド業費 	 54 .492 

嘉瀬農村広場施設工 Iド 	 18,772 

牧場業務管理委託料 	  6,021 

模範牧場償還金・ 	 13.483 

農村総合督翻モデル事業 	 20.400 

農免農道瞥備促進費 	 12.070 

広域農道繁幽促進費 	 26.927 

民
生
費

・
衛
生
費
 

農
林
水
産
業
費
 



第
百
二
十
五
回
九月
定

例
町

議

会
 

昭
和
六
十
三
年
九
月
定
例
町
議
会
は
九

月
一
日
招
集
さ

れ
、
会
期
を
九
日
間
と
決

定
し
、

昭
和
六
十
ニ
年
度
一
般
会
計
決
算

認
定
の
件
ほ
か
十
三
件
並
び
に
議
員
提
案

に
よ
る
国
庫
補
助
負
担

率
の
復

元
に
関
す

る
緊
急
要
望
決
議
案
を
原
案
通
り

可
決
、
 

会
期
を

二
日
繰
り
上
げ
閉
会
し

ま
し
た
。
 

可
決
さ
れ
た
案
件
は
、

次
の
通
り
で

す
。
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質
間
③
ー
金
木
駅
倉
庫
を
町
活

性
化
の
た
め
に
利
用
で
き
な
い

も
の
か
。
 

答
弁
③
ー
大
橋
町
長
 

今
後
と
も
津
軽
鉄
道
に
要
望

し
て
い
き
た
い
。
 

一
 

一
般
消
費
税
に

つ
い
て
 

中
村
政
徳
議
員

質
問
①
ー
政
府
の
考
え
て
い
る

消
費
税
に
つ
い
て
、
町
長
の
所

見
を
伺
い
た
い
。
 

答
弁
①
ー
大
橋
町
長
 

金
持
ち
ば
か
リ
が
得
を
す
る

新
型
問
接
税
で
あ
る
、
と
実
感

す
る
。私
が
望
み
た
い
こ
と
は
、
 

低
所
得
者
の
税
負
担
が
軽
減
に

な
る
よ
う
、
ま
た
不
公
平
税
制

の
是
正
と
な
る
よ
う
な
税
制
改

革
を
期
待
し
て
い
る
。
 

誘
致
企
業
及
び
町
政
 

振
興
政
策
に
つ
い
て
 

吉
崎
正
光
議
員
 

質
問
①
ー
男
子
型
誘
致
企
業
の
 

見
通
し
は
あ
る
の
か
。
 

答
弁
①
ー
大
橋
町
長
 

男
子
雇
用
型
に
限
リ
町
有
地

を
無
償
提
供
す
る
条
件
で
、
国

や
県
に
陳
情
し
て
い
る
。
今
後

と
も
誘
致
に
努
力
す
る
。
 

質
問
②
ー
国
営
小
田
川
水
利
事
 

一
、
昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

一
般
会
計
補
正
子
算

（
第四

号
）
の
件
 

ニ
、
昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
補
正
予
算

（
第一
一

号
）
の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
子

算

（
第
一
号
）
の
件
 

昭
和
六
十
二
年
度
金
木
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
承

認
の
件
 

昭
和
六
十
ニ
年
度
金
木
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事

業
勘
定
）
歳
入
歳
出
決
算
承

認
の
件
 

昭
和
六
十
二
年
度
金
木
町

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
承
認
の
件
 

昭
和
六
十
二
年
度
金
木
町
 
 

農
業
築
落
排
水
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
承
認
の
件
 

昭
和
六
十
二
年
度
金
木
町

水
道
事
業
会
計
決
算
承
認
の

件
 昭

和
六
十
ニ
年
度
金
木
町

土
地
開
発
公
社
決
算
書
提
出

の
件
 

昭
和
六
十
三
年
度
金
木
町

土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
書

提
出
の
件
 

＋
一
、寄
付
採
納
の
件
 

主
、
町
道
認
定
の
件
 

＋
一
」
、
訴
え
の
提
起
の
件
 

志
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
件
 

〈
昭和
六
十
三
年
度
金
木
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第三
号
）>
 

主
、
国
庫
補
助
負
担
率
の
復
元

に
関
す
る
緊
急
要
望
決
議
（
案）
 

に
つ
い
て
 

一
般
質
問
事
項
に
つ
い
て
、
 

各
議
員
の
質
問
趣
旨
並
び
に
答

弁
の
概
要
を
次
に
掲
げ
ま
す
。
 

地
域
活
性
化
に
つ
い
臼
 

福
山
初
枝
議
員

質
問
①
ー
町
活
性
化
に
は
、
ば

ん
え
い
競
馬
事
業
が

一
番
と
思

う
が
、
見
通
し
は
ど
う
か
。
 

答
弁
①
ー
大
橋
町
長
 

農
業

・
畜
産
振
興
の
ほ
か
出

稼
解
消
の
た
め
に
も
是
非
設
置
 
 し

た
い
。
し
か
し
、
町
単
独
で

は
無
理
な
事
業
の
た
め
、
民
問

企
業
の
資
本
が
必
要
で
あ
る
。
 

今
後
共
積
極
的
に
努
力
し
た
い
。
 

質
問
②
ー
ば
ん
え
い
競
馬
の
ほ

か
に
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。
 

答
弁
②
I
大
橋
町
長
 

観
光
開
発
が
重
要
だ
と
考
え

る
。
恵
ま
れ
た
観
光
資
源
と
太

宰
治
、
古
幾
三
の
町
と
い
う
知

名
度
を
生
か
し
た
町
づ
く
リ
に

努
め
た
い
。
 

(
 

業
所
は
、
い
つ
引
揚
げ
て
、
い
つ

返
還
に
な
る
の
か
。
ま
た
返
還

後
の
活
用
計
画
は
あ
る
の
か
。
 

答
弁
②
ー
角
田
総
務
課
長

引
揚
げ
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
 

昭
和
六
＋
四
年
度
い
っ
ば
い
と

聞
い
て
い
る
。
 

活
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
今

後
議
会
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。
 

質
間
③
廿
津
軽
半
島
振
興
法
を

活
用
し
た
事
業
計
画
は
あ
る
の

か
。
．
 

答
弁
③
廿
大
橋
町
長
 

芦
野
公
園
を
中
心
と
し
た
整

備
、
金
木
の
ヒ
バ
を
利
用
し
た

計
画
が
あ
る
。
 

質
間
④

ー
N
T
T
の
無
利
子
貸

出
金
を
活
用
し
た
事
業
計
画
は

あ
る
の
か
。
 

答
弁
④
ー
大
橋
町
長
 

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
昨
年

か
ら
県
に
行
っ
て
内
容
を
調
査

し
て
い
る
。
 

質
問
⑤
ー
中
国
友
好
訪
間
で
、
 

町
づ
く
リ
の
方
策
が
見
い
山
せ

た
か
。
 

答
弁
⑤
ー
大
橋
町
長
 

中
国
で
は
、
無
農
薬
農
業
、
 

野
菜
食
を
中
心
と
し
た
生
活
で
、
 

農
家
が

一
番
裕
福
な
階
層
と
な

っ
て
い
る
点
、
日
本
は
今

一
度

考
え
直
し
て
み
る
時
期
で
あ
る
。
 

質
間
⑥
ー
消
費
税
に
つ
い
て
は
 

、
P
5
に
続
く
 

	"mmH11111金木だより ④ 

9月定例町議会風景 



・
・
交通
事
故
 

交
通
安
全
大
会
、
 一

 

10月の納税～ 
町・県民税3期の納期 

限は、10月31日です。 

早目に納めましょう。 

大会宣言する母の会々長 今キネさん（中央） 

、
P
4
の
続
き
 

町
を
上
げ

て
阻
止
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。
 

答
弁
⑥
廿
大
橋
町
長
 

不
公
平
税
制
の
是

正
、
貧
し

い
者
に
有
利
と
な
る
税
の
改
革

が
必
要
で
、

こ
の
趣
旨
に
反
す

る
税
制
に
は
反
対
で
あ
る
。
 

質
問
⑦
‘
農
家
が
苦
し
ん
で

い

る
小
田
川
賦
課
金

に
係
る
元
利

償
還
期
間

の
延
長
、
金
利
の
引

下
げ
が
で
き
か

い
も
の
か
。
 

答
弁
⑦

I
大
橋
町
長
 

関
係
者
と
共
に
陳
情
等
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。
 

質
間
⑧

I
先
般
の
会
社
が
、
ば

ん
え
い
競
馬
事
業
を

辞
退
し

た

理
由
は
何
か
。
 

答
弁
⑧
‘
大
橋
町
長
 

積
立
金

一
億
円
の
件
並
び
に

議
会

へ
の
説
明
と
い
う
二
つ

の

申
し
出
に
対
し
て
、
会
社
側
が

慣
慨
し
て
し
ま
い
、
 
一
千
万
円

を
引
き
上
げ
て
帰
っ
て
し
ま
っ

た
。
 

質
問
⑨
廿

町
政
振
興
策
を
検
討

す
る
た

め
、
有
識
者
等
で

組
織

す
る
対
策
会
議
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。
 

答
弁
⑨
ー
大
橋
町
長
 

「金
木
町
を
よ
く
す
る
懇
談

会
」
を
二
度
開
催
し
た
が
、
集

ま
り
が
よ
く
な
い
。

し
か
し
、
 

今
後
と
も
開
催
し
て
い
き
た
い
。
 

町
税
の
不
納
欠
損
処
 

分
な
ど

に

つ
い

て
 

」
 

沢
田
 
茂
議
員

質
間
①
I

「
首
長
と
議
会

は
対

立
す
べ
き
だ
」
と
、
あ
る
大
学

教
授
が
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。
 

答
弁
①
I
大
橋
町
長
 

か
つ
て
の
体
験
か
ら
、
対
立

は
町
民
に
と
っ
て
大
変
不
幸
で

あ
る
、
と
認
識
し
て
い
る
。
 

質
間
②
I
職
1
1の
政
治
的
活
動

を
ど
う
思
う
か
。
 

答
弁
②
ー
大
橋
町
長
 

公
選
法
等
に
違
反
と
な
ら

ぬ

よ
う
、
活
動
は
細
心
の
注
意
を

払
う
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
 

質
間
⑧
I
議
会
広
報
を
再

刊
す

る
考
え
は
あ
る
か
。
 

答
弁
⑧
ー
大
橋
町
長
 

今
後
は
、
 
「金
木
だ
よ
り
」
 

に
掲
載
し
た
い
。
 

質
間
④
ー
小
野
議
貝
の
報
酬
は

支
払
う
べ
き
で
な
い
か
。
 

答
弁
④
ー
大
橋
町
長
 

消
息
が
な
い
の
で
支
払
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
 

質
間
⑤
ー
ば
ん
え
い
競
馬
の
許

認
可
は
可
能
か
。
 

答
弁
⑤
丁
大
橋
町

長
 

町
に
最
適
の
半
“l
L考
え
る
。
 一

新
設
で
き
る
時
か
必
ず
や
米
る

こ
と
を
信
じ
，

運
動
を
進
め
て

い
き
た
い
。
 

質
間
⑥
ー
町
税

不
納
欠
損
処
分

後
の
経
過
を
説
明
せ
よ
。
 

答
弁
⑥
廿
秋
元

助
役
 

時
効
に
な
る
も
の
は
一
件
も

な
い
。
時
効
に
な
ら

な
い
よ
う

手
続
き
は
全
部
終
了
し
て
い
る

質
間
⑦
ー
国
土
調
査

の
誤
リ
簡

所
を
早
急
に
修
正
せ
よ
。
 

答
弁
⑦

I
杉
山
税
務
課

長

ご
指
摘
の
箇
所

に
つ
い
て
は

調
査
し
、

誤
り
と
わ
か
っ
た
時

は
直
ち
に
解
決
に
当
た
リ
ま
す
。
 

質
間
⑧

I
町
有
霊
枢
単
復
活
の

考
え
は
あ
る
か
。
 

答
弁
⑧
ー
大
橋
町

長
 

霊
枢
車
が
古
く
な
リ
、
廃
車

と
し
た
が
、
今
後
は
従
前
通
り
の

サ
ー
ビ

ス
で
業
者
に
頑
張
っ
て

く
れ
る
よ
う
依
頼
し

て
い
る
。
 
 

ま
し
た
。
 

町
保
健
セ
ン
タ

ー
前
で
開
か

れ
た
同
大
会

に
は
、
金
木
地
区

交
通
安
全
協
会
．
町
交
通
安
令

母
の
会
々
貝
ら
約
百
五
十
人
が

参
加
。
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
長
を
務
め
る
大
橋
町
長
、
白

取
金
木
署
長
、
土
岐
輝
雄
金
木

地
区
安
協
会
長
ら
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
交
通
安
全
母
の
会

の
今

キ
ネ
会
長
が
「
町
の
交
通
事
故

防
止
の
た
め
積
極
的
な

連
動
に

取
り
組
み
ま
す
い
と
大
会
宣
言
。
 

こ
の
あ
と
、
金
木
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
先
頭
に
町
内
を

一
巡

し
て
「
事
故
の
な
い
、

明
る
い

町
づ
く
リ
」
を
呼
び

か
け
た
。
 

一
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競税の豆知識 

 

  

F業専従者とは？ 

‘ド業（営業・農業など）を営んでい

る人と生計をー・絡にしている配偶者や 

15オ以上の親族で、 6 カ月を超える期 

IIIトド業に罪ら従事している人です。 

・ド業専従の控除額は白色申告で、次 

のいずれか少ない額となリます。 

①配偶者600 .000PL配偶者以外の者 

450.O0(）円 

②（！ド業所得金額）+（専従者＋1)= 

専従者1人当たリの額 

詳しいことは、役場税務課へお尋ね下 

さい。 

※お詫び 

先月号．税金のかからない人の中 

で基準額l人248. 000j'jが 24,800円 

になっていました。 

訂正してお詫び致します。 

 

、
 

    

秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の

一
環
と
し
て
去
る
九
月
十

一
日

交
通
安
全
大
会
が
開
か
れ
、
事

故
防
止

へ
の
決
意
を
新
た

に
し
 

、
ご
 

昭昭62年度に年金融資 

を受けて導入された 
公立金木病院医療機械 

全自動分割分包機 

①電気泳動装置（検査用） 

②全自動分割分包機（調剤用） 

③よ線用電動式万能手術台（手術用）、 



毎
年
正
月
に
行
な
わ

れ
て
い

た
消
防
団
観
閲
式
は
、
今
年
か

ら
“
防
災
週
間
一
中
に
防
災
訓

練
と
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
、
 

去
る
九
月
十
日
金
木

消
防
署
前

を
中
心
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

分
列
行
進
で
は
、
大
橋
町
長

観
閲
の
も
と
消
防
団
員
百
五
十

七
人
に
加
え
、
金
木
幼
稚
聞
幼

年
消
防
団
ク

ラ
プ
、
嘉
瀬
婦
人
 
 防

災
ク
ラ
プ
な
ど
約
三
百
人

に

上
る
大
行
進
が
、
役
場
前
か
ら

金
木
消
防
署
ま
で

一
糸
乱
れ
ぬ

勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
消
防
署
前
で
消

防
署
員
に
よ
る
火
災
救
出
訓
練

や
、
第
二
分
団
員
に
よ
る
消
防

操
法
の
模
擬
演
習
を
披
露
。
ど

の
団
貝
も
万

一
を
想
定
し
た
演

習
に
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
、

永
年
に
わ
た

っ
て
消
防
行
政
に
尽
力
さ
れ
た

団
員
の
表
彰
が

あ
り
、
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

消
防
優
良
団
員
▼
小
野
正
】
（
本

団
部
長
）
荒
井
健
一
（
第
一
分
団

班
長
）
三潟
耕
蔵
（
第
一
一
分
団
貝
）
 

白
川
幹
雄
（
第
三
分
団
班
長
）
工

藤
幸
雄
（
第
四
分
団
員
）
沢
出
文

則
（
第
五
分
団
貝
）
木
田
曇

n
（
第

六
分
団
貝
）
消
防
功
労
団
員
▼

中
谷
明
良
（
第
二
分
団
班
長
一

中
谷
徳
善

（
第
ニ
分
団
員
）
泉

谷
久
友
（
同
）
工
藤
繁
勝
（
同
）
 

ら
‘

r
“
」
 

、
臓
、
，
.
 

・

今
本

裕
「
、
』
参
」
‘
 

、
 
、
、
 

第
．】
十
六
回
金
木
地
区
防
犯

弁
論
大
会
が
去
る
九
月
十
六
日
、
 

金
木
南
中
学
校
休
育
館
で
開
か

れ
、
金
木
南
中
は
団
体
の
部
で

見
事
第

一
位
に
輝
き
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
金
木
署
管
内
一
一

町
二
村
、
七
校
か
ら
十
五
人

の

代
表
が
出
場
。
金
木
地
区
防
犯

協
会
長
の
大
橋
町
長
、

白
取
金

木
署
長
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
統

き
行
な
わ
れ
た
同
大
会
で

は
、
 

一
人
五
分
以
内
の
持
ち
時
間
で

各
弁
士
が
、
非
行
や
犯
罪
の
防

止
．
明
る
い
家
庭
づ
く
リ

ー
 

大
人
と
r
供
迷
が

い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
、
子
ど
も
会
の
育
成

と
町
内
の
親
睦
を
図
ろ
う
ー
」
 

と
去
る
九
月
十
八
日
．
秋
晴
れ

の
下
“
第
三
回
昭
和
町
子
供

会

大
巡
動
会
”
が
同
町
内
の
“

子

供
の
広
場
4
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
 こ

の
運
動
会
は
、
三
年
前
か

ら
昭
和
町
f
ど
も
会
育
成
会
（
角

田
聯
鵬
会
長
）
が
主
催
し

て
行
 
 

な
ど
を
テ

ー
マ
に
熱
弁
を
競

い

合
い
ま
し
た
。
 

審
査
の
結
果
、
第

一
位
に
は

惜
し
く
も
選
ば
れ
な
か
っ
た
も

の
の
、

第
二

位

に
金
木

南
中

三
年
・
三
橋
恵
子
さ
ん
I

「
も

う
一
度
考
え
直

し
て
み
て
は
」
 

が
、
第
三
位

に
は
同
校
一
年
・

桑
田
朋
枝
さ
ん

I
 「
私
が
か
わ

る
と
き
」
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

三
橋
さ
ん
は
．

こ
の
後
岩
木

町
で
開
か
れ
た
県
西
部
地
区
大

会
に
、
金
木
地
区
代
表
（
一
一
人）
 

の
一
人
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
．
 

な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日

は
三
輪
軍
競
争

・
風
船
割
リ
・

宝
さ
が
し
な
ど

の
各
種
H
が
行

な
わ
れ
、
精

一
杯
走
る
な
か
に

も
笑
い
を
誘
う
場
面
が
あ
る
な

ど
終
始
な
ご
や
か
に
巡
行
。
 

住
は
お
母
さ
ん
た
ち
乎
づ
く

り
の
プ
タ
汁
と
、
各
自
一
合
づ

つ
持
ち
寄
っ
て
作
っ
た
お
に
ぎ

リ
に
舌
鼓
を

打
ち
、
楽
し
い

一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

	"IIIII川川川m金木だよ り ⑥ 

ー
三

百
人
が

勇
姿
披
露

ー
 

ー
金
木
町
防

火
訓
練
・
消
防
団
観

閲
式
ー
 

      

 

団
体
の
部
第
一
位
に
ノ

・
o
 

o
 

金
木
南
中
 

。
 

o
 

  

   

   

   

 

個
人
の
部
で

も
第
ニ
位
、

第

三
位
の
入

賞
 

5
金
木

地
区
少
年
防
犯

弁
論
大
会

5
 

  

左から阿部優子さん、三橋恵子さん、桑田朋枝さん 

 

 

>
 

 

三輪車競争で頑張る子供遠 

―糸乱れぬ団員たち～分列行進 

嘉瀬婦人防災クラプによる消火演習 

（ン
 
ボ
ク
た
ち
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
 

毎
 
第
三
回
昭
和
町
子
供
会
大
運
動
会
開
か
れ
る
 



～第 2 回チャリティー・ソフトボールマラソン～ 

延々10時間・・・お疲れさまでした 

ホームラン’フアインプレーは罰令

ヒ 、ソ ト．エ ラ ー・三 振ー‘」」一 

⑦ 。
 

よ
 

だ
 

木
 

金
 

ギネスプック顔負け-10時間行なわれたチャりティーソフト 

題買荻鯵稽動7 Eらi7 ~ 

L山ぷ閏 
ソフトボ孔マラソソ 

(
 

(
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時

ま

で
延
々
十
時
間
の
試
合
。
 ー
ゲ
 

ー
ム
百
ニ
十
人
の
選
手
出
場
。
 

試
合
回
数
七
＋
四
回
。
ホ
ー
ム

ラ
ン
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
は
千

円
、
ヒ
ッ
ト
、
エ
ラ
ー
、
三
振

は
百
円
ー
 
を
寄
付
す
る
。
 

去
る
十
月
ニ
日
、
今
年
で

一
一

回
目
の
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ

・
ク

ラ
ブ

（阿
部
定
一
会
長
）
主
催
 

「
チ
ャ
リ
テ
ィ

・
ソ
フ
ト
ボ

ー
 

ル
マ
ラ
ソ
ン
」
が
芦
野
グ
ラ
ン
 

ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ノ、
g
，
、
ノ
，
＞
、くく
5
)
 

午
前
七
時
、
名
誉
大
会
長
で
 

あ
る
大
橋
町
長
の

始
球
を
合
図
 
 

に
十
時
間

切
試
合
が
開
幕
。
 

こ
の
間
、
選
手
入
リ
代
わ
リ

立
ち
代
わ
リ
で
試
合
を
楽
し
ん

だ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ソ
フ
ト
。
 

P
一塁
手
〇
〇
さ

ん
、

エ
ラ
 

ー
」
 
の
ア
ナ
ウン
ス
に
百
円
の

ク
罰
金

4
を
持
っ

て
走
っ
て
く

る
選
手
。

ホ
ー
ム
ラ
ン
、

フ
ァ

イ
ン
プ

レ
ー
者
は
千
円
の
ク
罰

金
ク
だ
が
、
引
き
替
え
と
な
る

記
念
メ
ダ
ル
の
栄
誉
賞
が
目
玉
。
 

一
番
の
罰
金
者
で
三
千
円
位
だ

っ
た
と
か
。
 

こ
の
日
は
、
試
合
開
始
早

々

あ

い
に
く
の
雨
に
だ
っ
た
も
の

の
、
そ
の
後
晴
天
に
変
り
、
結

果
は
白
軍
八
十
四
対
赤
軍
七
十

九
。
益
金
六
万
七
千
七
百
円
。
 

こ
の
益
金
で
今
年
は
、
夜
間
照

明
設
備
三
基
が
設

置
さ
れ
ま
し

た
。
（
第
一
回
目
の
昨
年
は
防
球

ネ
ッ
ト
寄
贈
）
 

こ
の
内
の

一
基
と
工
事
費
は
、
 

野
呂
電
気
商
会

の
ご
好
意
に
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
「夜
間

照
明
が
つ
く
来
年
は
、
二
十
四

時
問
ゲ

ー
ム
も
予
定
し
て
い
る
い

と
阿
部
会
長
も
意
気
嘘

ん
で
し

た
。
 

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
ー
小
銭

を

ポ
ケ
ッ
ト
に
詰
め
込
ん
で

の
プ

レ
ー
に
、
大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
し

て
い
ま
し
た
。
 

進
ん
で
心
身
を
鍛

え
る
意
欲

を
高
め
よ
う
ー
。

と
去
る
九
月

十
四
日
秋
晴
れ
の
下
、
第
三
回

嘉
瀬
小
学
校
校
内
相
撲
大
会
が
同

校
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
 一
年
生
ー
六
年

生
ま
で

の
男
子
児
童
全
貝

（
百

三
十
六
人
）
が
ま
わ
し
を
つ
け
、
 

ま
た
女
子
児
童

（
百
二
十
人
）
 

は
、
体
を

ぶ
つ
け
合
っ
て
土
俵

か
ら
相
乎
を
押
し
出
す
“

ケ
ン

ケ
ン
相
撲

ク
の
熟
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
選
手

も
、
体
育
の
時

間
で
勉
強
し
て

き
た
「
礼
」
や
「
返
事
」
な
ど

の
相
撲
態
度
が
大
変
立
派
で
、
 
 

我
が
，十
の
応
援
に
か

け
つ
け
た

父
母
か
ら
も
盛
ん
な
拍
乎
‘

声

援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
大
会
用
の
ト

ロ

フ
ィ
ー
、
盾
、

メ
ダ
ル
な
ど
を

贈
っ
て
臓
リ

L
げ
て
く
れ
た
の

が
嘉
瀬
出
身

・
湯
本
正
美
さ
ん
 

（
東
京
在
住
）
。
湯
本
さ
ん
は

以
前
に
も
同
校
へ
校
旗

一
式
、
 

百
周
年
記
念
碑
な
ど
多
数
の
寄

贈
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
大

会
に
使
わ
れ
た
ク
ま
わ
し
百
本

4
 

も
今
年
の
春
、
湯
本
さ
ん
が
贈

っ
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
 
「
湯

本
さ
ん
に
は
い
つ
も

お
世
話
に

な
リ
、
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん

ー
 
 ー

 
と
博
法
谷
校
長
は
一
一
好
さ

を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
相
撲
部
の

お
母
さ
ん
た
ち
手
づ
く
リ
の
“心
‘
 

技
・
休

一
刺
し
ゆ
う
入
り
の
記

派
な
化
粧
ま
わ
し
で
の

L
俵
人

リ
や
、

の
ぼ
リ
な
ど
も
設
置
さ

れ
一
見
大
相
撲
顔
負
け
の
大
会

で
し
た
。
嘉
瀬
相
撲
愛
好
会

（
秋

元
梶
美
会
長
）
が
行
司
・
審
判

の
連
営
に
当
っ
て
く
れ
た
同
大

会
も
、

ケ
ガ
を
す
る
児
童
も
な

く
無
事
元
気
い
っ
ぱ

い
に
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
 

土
俵
せ
ま
し
と
熱

戦
 

ー
第

三
回

士
暴
瀬
小
一
 
校
内
相

撲
大
ム
云
ー
 

賞
品
ー
嘉
瀬
出
身
・
湯
本
正
美
さ
ん
（
東
京
在
住
）
贈
る
 

お母さんたち手づくり’心・技・体北粧まわし 

湯本正美さんが贈ってくれた賞品の数々 



敬称略 、書は（川）…川倉（喜）・・・喜良41 （嘉）・・‘嘉瀬 

倉金木町90才以上長寿者（36名） 9 月 1日現在 
浅木 いち（97才） 美 晴 町 角田 	サト（91才） 朝 	日 	町 

黒滝普之助（96才） 蒔 	田 関本 	くり（91才） 湯 	の 	川 

古川 	とみ（95オ） 上1自木町（喜） 済田 	さき(91才） 下派立（嘉） 

泉谷豊次郎(94才） 湯 	の 	」I~ 今 	兼光(9】才） 下柏木町（喜） 

新岡 	たけ（94才） I, 今 	こと（91オ） 林 	町（喜） 

前田 	タョ（93才） 神 	原 葛西・っよ（91才） 更 生 部 落 

土岐 志よ（93才） 湯 の 川 松「‘竹次郎（90才） 若 	帳 	’「 

山谷 	きく（93才） 'I 太田 みへ（90才〕 'I 

棟方 	さな（93才） 東 	町（嘉） 葛西 	ちぎ（90才） 'I 

演田 	きせ（93才） 上昭和町（嘉、 其田ヲリョ（90才） 'I 

葛西 	きな（92才） 神 明 町 前田 ふゆ(90才） 神 	原 

太田 助七(92才） 若 松 町 泉谷ヒャク（90才） 向 	道（川） 

奈良惣五郎（92才） 湯 	の 川 泉谷 正義（90才） 下宇田野（川） 

白川 	ふよ（92才） 向 長谷 ナリ（90才〕 東 	町（嘉） 

黒川 	ふに（92才） 後 	町（嘉） 古崎新八郎(90オ） 上鍛治町（嘉） 

須崎 	リせ（92才） 下鍛治町（嘉） 古川 はよ（舶才） 南本町（喜） 

小野 	たき（92才） ド派立（喜） 西村 	くに（90才） 林 	町（喜） 

田村 	なリ（91才） 田 	町 桑田 	ちよ（90才） 西 岩 見町 

喝
記
念
の
九

谷
焼

・
高
砂
人
形

を
手
に
す
る
松
川
さ
ん
御
夫
婦
 

,
 

結婚して・・・60年目 

ダイヤモンド婚迎える 

嘉瀬松川さん御夫婦 

～日本生命より記念品贈呈～ 

八
十
八
歳
迎
え
た
米
寿
者

一
一
十
人
に

郵
政
大
臣

よ
り
記
念
品

贈
呈
さ
れ

る
 

最高齢者 浅木いち％(97才）＝見晴町 
、
 

エ 	 1  

加才以上の高齢者 1, 297人 
町人口の約1割に”・ 
～町 敬 老 大 会～ 

敬
老
の
日
…
催
し
多
彩
 

長
年

に
わ
た
リ
社
会

の
た
め

に
貢
献

さ
れ

た
方

々
の
長
寿
を

祝
い
、

明
る
く
健
や

か
な
老
後

を
築

こ
う
ー
 
と
去

る
九
月
十
 

“
八
十
歳
に

達
す
る
長

寿
者
夫

婦
と
し

て
表
彰
さ
れ

た
 

喜
良
市
 
下

柏
木
町
 

真
四
慧

一
護
御
夫婦

 三
日
、
“
金
木

町
敬
老
大
会

4
が

お
年
寄

り
約
五
百
人
が

出
席
し

て
、
町
中
央

公
民
館
で

開
か
れ

ま
し

た
。
 

大
会
で

は
大
橋
町
長
が
 
ご
」
 

れ
か
ら
も
体
を
い

た
わ
リ
、
県

内
で

】
番
長
生

き
の
町
を
つ

く

っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
い
と
あ
い

さ
つ
。
 

続
い

て
、
九
十
歳
以
上

の
長

寿
者
、

八
十
歳

以
上
の

長
寿
者

夫
婦
ら

に
顕
彰
状

と
記
念

品
が

贈
ら

れ
ま
し

た
。

こ
の
後
、

白

川
泉
さ
ん
ー
金
木

小
六
年
、
伊

藤
美
恵
子
さ
ん
I
嘉
瀬
小
五
年
、
 

白
川
薫
さ
ん

ー
川
倉
小
五
年
ら

児
童
が
、

お
年
寄
り
と
の

ふ
れ

合

い
を
題
材

に
し
た
作
文
を
朗

読
し
、
「
こ
れ
か
ら

も
元
気
で

頑

張
っ

て
ー
 
と
お

年
寄

り
を

激
励
。

ま
た
、

花
田

一
県
議
会

議
員
、

西
北
地

方
福
祉
事

務
所

長
、

伊
藤
清

慈
町
議
会

議
長
、
 

大
橋
忠
雄

町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合

会
長
ら
が

次

々
と
お
祝

い
の
こ

と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、

受
賞
者
を

代

表
し

て
原
田
敏
雄

さ
ん

（
八
十

一
歳
）
廿
藤
枝
、
が
了
」
れ
か
ら

も
健
康
で

長
生
き
し

ま
す
。

ど

う
か

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お

願

い
し
ま
す
ー
い
と
謝
辞
を

述
べ
ら
れ

ま
し

た
。
 

●

右
か
ら
外
崎
惣

五
郎
さ
ん
、
 

た
け

さ
ん
、

エ
藤
局
長
 

嘉
瀬
中
小
栗
崎
・

松
川
義

一

さ
ん

（
八
十
】
歳
）
、イ
セ
さ
ん
 

（
七
十
九
歳

）
ご
夫
婦

は
、
昭

和
三

年
十

一
月

に
結
婚
し

て
六

十
年
と
い

う
記
念

す
べ

き
年
を

迎
え
ら
れ

ま
し

た
。
 

去
る
九
月
十
五
日
、

敬
老

の

日
に
あ
た
リ
、

日
本
生
命

五
所

川
原
支
社
よ
リ
ダ

イ
ヤ
モ

ン
ド

婚

の
お
祝
い

に
 
“九
谷
焼

の
高

砂
人
形
辛
が
贈
ら

れ
ま
し

た
“
 

今
後
益

々
ご
夫
婦
仲
よ

く
健

康
で
、

長
生
き
し

て
下
さ
い
。
 

本
当

に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い

ま
し

た
。
 
 

お
め
で

と
う
ご

ざ

い
ま
し

た

金
本
郵
便
局

「
工
藤
貞
次

局
 

k

『
で
は
十
六

日
、
今
年
め
で

た
く
米
寿
を

迎
え

た
お
年
寄
リ

に
、
郵
政
大

臣
か
ら

の
お
祝
い

状
と
有

田
焼

の
湯
の
み
茶
わ

ん

が
プ

レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
 

お
祝
い

状
を
受
け
た
の

は
、
 

外
崎
惣

五
郎

さ
ん
（

蒔
田
）
ら

二
十
人

（
男
七
人
、
女
十
三
人
）
。
 

外
崎
さ

ん
宅

に
は
工
藤

局
長

が
お
祝

い
に
訪
れ
、
「
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
、

今
後
白
寿
を

迎

え
る
よ
う
長
生
き
し
て
下
さ
い
い

と
祝
福
さ
れ

た
惣
五
郎
さ
ん
は
 

「
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
 

去
年
ま
で

は
郵
便
局
へ
自
転

車

で
行
っ

て
い
た
が
ー
 
入

院
し

て
か
ら
歩

け
な

く
な
っ

た
。
自

然
食

品
を
食

べ
、
腹
八
分
目

に

す
る
の
が

長
生
き
の
秘

け
つ
で

す
い

と
言

い
な
が
ら
喜
ん
で

い

ま
し

た
。
 

ま
た
、

こ
の
日

は
妻

の
た
け

さ
ん
（
八

十
歳

）
も
元
気
で

応

対

に
出
て
く
れ
、

新
聞

の
チ
ラ

シ
で
作
っ

た
入

れ
物
を

工
藤
局

長
に
逆

に
プ

レ
ゼ

ン
ト
し
て
い

ま
し

た
。
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一
 

地
引
き網
に
よる
鯉
捕
り一r

”
？
し・
？
 

灘
驚
引
か
馴
難
行
なわ
れる
 

s
藤
枝
溜
池
ー
 

ー
・舞
難
集
して
いま
す
・ー

 

“
地
引
き
網
一
に
よ
る

ー
 

二
年
ぶ
り
に
見
る
大
物
鯉
。
 

晴
天
の
九
月
＋
一
日
、
藤
技

内
水
面
漁
業
協
同
組
合

（
外崎

明
組
合
長
）
五
十
人
の
組
合
貝

に
よ
る
、
 一
家
総
出
の
 
“鯉
捕

り
大
会
・
が
藤
技
溜
池
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
 

大
正
九
年
、
町
制
施
行
年
か

ら
三
年
お
き
に
統
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
藤
技
溜
池
の
鰹
捕
り

は
、
今
年
溜
池
の
水
門
老
朽
化

に
伴
う
補
修
工
事

（
国
営
小
田

川
農
業
水
利
事
業
所
施
行
）
が

あ
る
た
め
に
、
 一
年
早
く
二
年

ぶ
り
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
，
 

地
引
き
網
に
よ
る
捕
獲
は
、
 

昭
和
六
十

一
年
に
二
十
年
ぶ
り

に
行
な
わ
れ
た
の
に
引
き
続
き
、
 
 

今
回
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
重
さ
が
五
キ
ロ

体
長
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

大
物
真
鯉
を
最
高
に
、
約
二
百

九
＋
考
ロ
、
六
百
匹
の
大
漁
。
 

農
繁
期
を
前
に
、
と
っ
ち
ゃ

も
、
か
っ
ち
ゃ
も
大
き
な
真
鯉

に
つ
い
真
黒
な
顔
も
ほ
こ
ろ
ん

で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
．“
湖
沼
の
ギ
ャ
ン
グ
町

と
も
言
わ
れ
る
雷
魚
が
五
十
匹

ほ
ど
捕
獲
さ
れ
、
外
崎
組
合
長

も
「
今
ま
で
で
も
こ
れ
だ
け
の

量
は
見
た
こ
と
な
い
ー
い

と

驚
い
て
い
ま
し
た
。
 

去
る
九
月
ニ
十
ニ
日
に
は
、
 

鯉
の
稚
魚
五
万
尾
を
放
流
。
 

こ
の
放
流
は
、
毎
年
藤
技
内

水
面
漁
業
協
同
組
合
が
藤
技
養
 
 鯉

組
合
（
成
田
平
三
組
合
長
）
 

の
育
て
た
鯉
の
稚
魚
を
買
い
、
 

組
合
の
義
務
放
流
と
し
て
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
日

は
、
ボ
ー
ト
に
分
乗
し
た
組
合

員
が
体
長
四

・
五
セ
ン
チ
、
重

さ
二
・
五
グ
ラ
ム
の
稚
魚
を
、
 

．早
く
大
き
く
育
て
ー
と
願
い

を
込
め
て
放
流
。
元
気
よ
く
水
 
 面

下
に
消
え
て
い
っ
た
稚
魚
は
、
 

順
調
に
育
つ
と
三
年
後
に
は
体

長
五
十
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
ま

す
。
 

最
近
、
こ
の
成
長
し
た
鯉
を

網
な
ど
で
密
漁
す
る
人
が
見
ら

れ
“
鯉
捕
り
を
す
る
際
は
必
ず

釣
券
を

1

4
と
同
組
合
で
は

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
と
結
婚

し
た
い
男
性
、
お
知
ら
せ
下

さ
い
。
 

マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
町
役
場
で

の
お
見
合
い
を
お
世
話
し
ま

す
。
 

年
配
、
再
婚
の
方
で
も
結

構
で
す
。
 

申
込
先
 
役
場
企
画
室

廿
五
三
ー
ニ
一
一
一
内
線3
9
 

ー
 
ー
O
ー
。
 

去
る
九
月
二
十
五
日
、
大

橋
町
長
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
 

．ハ
ラ
カ
ット
町
役
場
を
訪
ね
、
 

金
木
町
へ
の
嫁
入
り
や
農
業

交
流
等
に
つ
い
て
親
し
く
話
 
 し

合
い
ま
し
た
。
 

こ
の
交
歓
の
こ
と
は
、
早

々
現
地
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
 

「金
木
へ
の
嫁
入
り
希
望
者

が
殺
到
し
て
い
る
ー
い
と

い
う
電
話
が
十
月
六
日
、
 マ

バ
ラ
カ
ッ
ト
町
長
か
ら
届
き

ま
し
た
。
 

結
婚
の
手
続
き
等
は
全
部
、
 

金
木
町
と
マ
パ
ラ
カ
ッ
ト
町

が
公
式
に
町
と
町
で
行
い
ま

す
の
で
、
特
別
の
費
用
は
何

も
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

ど
う
ぞ
、
多
数
ご
応
募
下

さ
い
。
 

、早く、大き〈育て 	．と願い込め放流する組合員 

マバラカット町長ハリリ氏と歓談する大橋町長 

(9 月25日マパラカット町長室にて） 

マバラカツト町 

戦時中、日本軍特攻隊「神風」の基地であっ

た所。日本人に大変好意を持っている土」餅,」で、 

町長自身も大歓迎されました。 

大物鯉を手にする外崎組合長 

⑨ 	金木だよひIII川 till liii 



公立金木病院内科高橋 昌久 

金木病院力ルテ⑩

漢方薬を考える 

'
～、、 

 

たかお 

貴雄ちゃん 
8I j29日生まれ 
体爪 3.314グラ2. 
川倉 林下 
白川敬悦さんの長男 

あやか 

彩佳ちゃん 
8 月26日生まれ 
体爪 4,360グラム 
喜良市 L派立 
桑川l昭彦さんの長女 

め
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新
作

兼
光

亀

一

兼
四
郎

武
四

隆
 

利
治

岩
造

柾
志

直
義

昭
造

正
男

源
三

定
雄

由
正

光
古

茂
夫

俳
三
郎
 

東
洋
医
学
が
見
直
さ
れ
注
目

を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

か
な
り
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
再
び
漢
方
薬
と
い

う
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

東
洋
医
学
に
対
し
み
な
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。
何
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
い
う
感
じ
を
お
持
ち

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
東
洋
医
学

の
治
療
効
果
を
あ
ま
リ
科
学
的

に
説
明
で
き
な
い
と
い
う
事
実

が
あ
る
か
ら
で
す
。
 

こ
こ
で
東
洋
医
学
と
西
洋
医

学
を
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
た

と
え
ば
感
染
症
に
対
し
て
、
西

洋
医
学
で
は
原
因
と
な
る
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
殺
し
て
し
ま
え

ば
良
い
と
い
う
考
え
方
な
の
に

対
し
て
、
東
洋
医
学
で
は
人
間
 

の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
を
重

視
す
る
考
え
方
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
つ
ま
リ
外
的
要
因
を

重
視
す
る
の
か
，
宿
主
側
の
要

因
を
重
視
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
原
因
と

な
る
も
の
を
た
た
く
と
い
う
西

洋
医
学
の
方
が
わ
か
り
や
す
い

と
い
う
の
も
無
理
の
な
い

こ
と

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
 

こ
こ
で
漢
方
薬
の
具
体
的
な

例
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
慢
性
肝

炎
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
は
日
本
に

比
較
的
多
い
疾
思
で
あ
リ
、
柴

胡
剤
（
小
柴
胡
湯
な
ど
）
が
有

効
と
さ
れ
ま
す
。
実
際
慢
性
肝

疾
患
に
柴
胡
剤
を
投
与
し
た
時

に
、
多
く
の
場
合
で
自
党
症
状

の
改
善
が
示
さ
れ
、
血
清
生
化

学
検
査
で
も
、
G
O
T

・
G
P
 

T
な
ど
の
値
が
改
善
さ
れ
た
と

い
う
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
肝
生
検
に
よ
る
組
織
像
 
 を

見
た
場
合
ほ
と
ん
ど
改
善
が

見
ら
れ
な
い
と
い
う
報
告
も
あ

り
、
漢
方
薬
の
効
果
を
評
価
す

る
場
合
難
し

い
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
慢

性
肝
疾
患
の
思
者

に
柴
胡
剤
を

投
与
し
、
副
作
用
も
な
く
自
覚

症
状
の
改
善
が
見

ら
れ
る
の
な

ら
ば
、
臨
床
的
に
は
効
果
あ
リ

と
見
て
良
い
と
思
っ
の
で
す
が
、
 

み
な
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

漢
方
薬
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
不
明
の
点
が
多
く
あ
リ
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
を
医
療
に
う

ま
く
取
リ
込
ん
で
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
大
変
良
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
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籍
の
窓
 

I
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九
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

桑
川
 
彩
佳

（
昭
彦
）
喜
良
市

工
藤
奈
津
子
（
司
）
金
 
木

角
田
早
也
佳

（
光

）
 
"
 
 

白
川
 
貴
雄
 
敬
悦

古
田
 
悠
紀
 
秋
蔵

竹
内
 
祐
輝
 
敏
雄

木
下
 
舞
 
浩
人

木
下
 
愛
 

”
 

"
 

 

中
谷
 
和
麿
 
敏
彦
 
金
 
木
 

中
西
 
尚
希
 
茂
明
 

"
 

新
岡
 
辰
吾
 
幸
浩
 

棟
方
 
慎
也
（
美
知
男
）
 
"
 

白
川
真
里
奈
 
弘
美
 
沢
 
部

占
川
 
好
子
 

均
 
金
 
木
 

（
八月
届
出
）
 

須
藤
 
知
音

（
善
雅
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

舞
？
縫
一
一
一
穀
 

無
鰍
曜
一
薫
 

露
軸
漉
一
慧
 
 

霧
無
 

露
難
 

籍
轟
 

（
「

［
一
 

 
」
「
 

爵
乳
 

騒
鞍
 

籍
』
」
 

（
籍
幸
m
 

需

恵
叫
 

お
＜
や
み
 

前
田
清
五
郎
 
8
0オ
 
神
 
原

秋
谷
 
敏
雄
 
5
4才
 
沢
 
部

沢
田
 
キ
エ
 
7
8オ
 
川
 
倉

古
崎
新
八
郎
 
9
0才
 
嘉
 
瀬

秋
谷
 

節
 
幻
才
 
金
 
木
 

角
川
早
也
佳
（
o
才
／
ゆH
)
 
"
 

今
 
忠
古
 

7
8才
 
川
 
倉
 

今
 
嘘
幸
 

5
0才
 
喜
良
市
 

白
川
 
春
一11
 

鳴
海
 
角
蔵
 
8
7才
 
喜
良
市
 

栗
野
 
竹
虎
 

、
あ
な
た
の
善
意
 

嘉
瀬
小
二
年
の
成
田
晴

香
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
、
家

の
手
伝
い
を
し
て
こ
つ
こ

つ
た
め
た
三
千
三
百
六
十

六
円
を
、
ま
た
中
柏
木
の

成
田
セ
チ
さ
ん
は
夫

（
故

成
川
勇
蔵
さ
ん
）
の
三
回

忌
の
法
要
と
勲
六
等
瑞
宝

章
の
叙
勲
記
念
に
五
万
円

を
、
そ
れ
ぞ
れ
金
木
町
社

会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
 

‘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

、
 

、
ー
ー
係
か
ら

ー

ノ
 

皆
さ
ん
の
身
近
で
ホ
ッ
ト

な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
役
場
企
画
室
広
報
広
聴

係
ま
で
。
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